
愛知中小企業家同友会　東三河支部豊橋地区8月田原特別例会
豊橋地区会長　山口弘修

後継者としての思い後継者としての思い
～経営者として会社の
　永続的経営を考える～

報告者：松山　吉伸氏　
　　　　㈲小坂井衛生社　
　　　　専務取締役

豊橋地区会員

平成 23年 8月 24 日（水）18：20～20：50 （受付18：00から）

田原市民文化会館　

日 時

場 所

■返信先：担当副幹事　㈱大羽ミシン

■お問合せ先：大羽弘志 090-4156-3944 FAX:0532-52-1664
※ご記入頂いた情報は当日の名簿の作成に使用する他、今後の案内等の発送に使用します。

◎参加の方のみご返信ください（締め切り 8月２０日まで）

当日の欠席は会費を頂きます。

会　員

ゲスト

ご氏名

ご氏名

役職

企業名

企業名

TEL

○で記入ください。

地区名

紹介者

田原市田原町汐見 5番地
（0531）22-6061 ㈹

参加費 無料 経営者または後継者、

経営者に準ずる方。 　

タイムスケジュール

18：00～18：20　受付

18：30～18：45　開会挨拶他

18：45～19：30　報告

19：30～20：20　グループ討論

20：20～20：40　グループ発表

20：40～20：50　閉会挨拶
※ゲスト参加資格

至緑ヶ浜

至白谷

至豊橋

大坪 Ｒ259

トヨペット

イオン

田原市文化会館

三河田原駅
豊橋鉄道渥美線

Ｒ259

田原市役所

東海漬物

豊島東

一社で複数参加も可能です。

　サラリーマン時代、技術者として成功の真っ只中にありながら、厳しい経営状況の家業を
継ぐ決意をします。必死の覚悟で社業に専念し、基幹産業が衰退していく中、後継者として
の激務を勤めながら、新しい事業にも挑戦し経営の多角化を計ります。
　会社を発展したい気持ちは創業者も経営者も同じです。自社を取り巻く環境や社会そのも
のが激変するこの時代、どのように継承していけば良いのでしょうか？
　後継者として何をすべきなのか？どのように継承すべきなのか？経営者は後継者に何を伝
え、どうバトンタッチすべきなのか？
　本例会では、松山氏より後継者の立場から自身の経験を通じて会社に対する情熱や経営の
悩みを報告して頂き、その後のグループ討論を通して、会社にとって「永続的な経営に必要
なものは何なのか？」を気づいて頂けると思います。

現経営者、後継者に

○をいれてください。

現経営者　   後継者

現経営者　   後継者


